
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 4回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 1 

 

(1) ニンジンの本数をきいていますから， 

12本全部ダイコンを買ったとすると， 

代金は 90×12=1080(円) 実際は 720円 

したがって，ニンジンの本数は， 

 (1080-720)÷(90-50)=9(本) 

 

 

 

あいこでないときは 兄が勝てば弟は自動的に負け，その逆も同じですから 

何回勝負がついて 何回あいこであったかの２通りについて２人の合計点でつるかめ算を考えます。 

勝負が決まるときの２人の合計点は(4+1=)5点 

あいこのときの２人の合計点は(2+2=)4点 

(1) あいこの回数をきいていますから 12回全部勝負がついたとすると， 

   ２人の合計点は 5×12=60(点)  実際は(36+21=)57(点) 

    あいこの回数は (60-57)÷(5-4) = 3(回) 

(2) 勝負がついたのは (12-3=)9回 

 兄が 9回すべて勝ったとすると， 兄の得点は 4×9＋2x3＝42(点) 実際は 36点 

    したがって， 兄が負けた回数は， 

(42-36)÷(4-1)=2回) 

 

 

 

 

(2) 14本全てダイコンを買ったときの 

「ダイコンとニンジンの代金の差」は， 

 90×14 － 50×0 ＝ 1260(円) 

実際の差は 280円 したがって， 

ダイコンを 1 本減らし，ニンジンを 1 本

増やすと， 

90x1+50x1=140円ずつ差が縮まってい

きます。 したがって， 

(1260-280)÷140 ＝ 7  

ニンジンを 7本買った。 

 

7本 9本 

3回 

2回 

会員専用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 4回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 2 

 

A と B のお茶の 1ｇあたりの値段を出します。 

 A・・・800÷100＝8(円)  B・・・2000÷300＝
20

3
(円) 

「1g あたり 8円のお茶 A と，1g あたり
20

3
円のお茶 B を 

混ぜて 200g 1500円のお茶 C をつくります。」という 

普通のつるかめ算になります。 

          

 

関係式を作ります。  ミカンを a個， レモンを b個 買ったとします。 

  60×a + 80×b = 700  

 式全体を 10 でわると， 6×a + 8×b = 70 

さらに 2 でわると，   3×a + 4×b = 35 

ここで，式を下のように変形させます。 

 3×a = 35－4×b 

4×b が 35 より小さい数ですから， 

b は 8以下です。 

b=8 のとき， 3×a＝3 ⇒ a=1 ・・・〇 

ここで a=1 b=8 が決まったので 

この数字をもとに 

a を 4 づつ増やし b を 3 づつ減らして 

次のような表をつくっていきます。 

  

 

 

 

200g全て お茶 A とすると 代金は， 

  8×200＝1600(円)  実際は 1500円 

 ここで つるかめ算です。 

お茶 B の量は， 

 (1600-1500)÷(8-
20

3
)=75(g) 

お茶 A の量は，  200－75＝125(g) 

 A・・・125g   B・・・75g 

 

1 

8 

5 

5 

9 

2 

 
+4 +4 

-3 -3 

 

 

ミカンの個数として考えられるのは， 

  1個,5個,9個 です。 

1個,5個,9個 

b に 1 から数字をい

れて a が整数になる

数をさがしてもよい。 

 

会員専用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 4回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 3 

 

 

 

 

 

A を 1個と B を 3個の 1個当たりの 

平均の単価は 

 
(30×1)+(70×3)

1+3
 = 60(円)・・新しい商品 P とする。 

 

 

22個全部 C を 

買ったとすると， 

90x22=1980(円)  実際は 1500円   

↓ 

(1980-1500)÷(90-60)=16(個)・・・P の個数 

 A と B の個数の比は 1 : 3 ですから， 

 A の個数は 16×
1

1+3
 = 4(個) 

 

 

 

 

 

 

(2) 

A を a個， B を b個， C を c個 買ったとします。 

関係式をつくると， 

 30×a + 70×b + 90×c = 900(円) 

14個全部 30円とすると， 

右の図の下の段が 

消えます。 

900-30x14=480円  

B と C だけを考えた式は， 

40×b + 60×c = 480 

 10 で割り，さらに 2 で割ると， 

2×b + 3×c = 24 

例題３のように式を変形すると，  

2×b＝ 24－3×c （※ c は 7以下です。） 

 C=7 のとき 2xb=3  × 

 C=6 のとき 2xb=6  b=3・・・〇 

  

 b=3 のとき c=6 が決まりました。 

b を 3増やし，C を 2減らしながら例題３のように 

表を作ります。 

A の個数は 14-(3+6)=5, 14-(6+4)=4 

          14-(9+2)=3 

 

 

 

4個 

 

P 
C 

 

 

3個，4個，5個 

c に 1 から数字をいれ

て b が整数になる数を

さがしてもよい。 

 

 

会員専用 
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5年下第 4回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)  

 

 

 

 祖母を除く５年前の４人の年令の和は 

      99-5x4=79 才 

    祖母を含む５年前の 5人の年令の和は 

        165才 

    よって，5年前の祖母の年令は 

     165-79=86 才 

 

     

 

 

 

 

3年前の２人の年令の和は， 

39－(3×2)=33才 

 

33才 

⑪が33才にあたる。 

①は(33÷11=)3才 

    ↓ 

現在の私は， 

  3+3=6(才) 

 6才 

(2) 

現在の母の年令は 

 39-6=33(才) 

２人の年令の差を 

考えると， 

 (4-1=)③が(33-6=)27才にあたるので， 

 ①は(27÷3=)9(才) 

上の図の私で考えると，今から， 

9-6=3(年後) 

  

(1) 

 

3年後 

(2)   

9年前の弟を除く４人の年令の和は 147才 

           ↓ 

  5年前の弟を除く４人の年令の和は  

     147才+(4x4)=163 才 

           ↓ 

  ５年前の弟の年令は 

   165-163= 2才 

したがって，現在の弟の年令は， 

     2+5= 7 才 

 

 

86才 

7才 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 4回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 5 

 

 

 

 

(1) 

今から①年後とすると，それぞれの年令は， 

 母・・・46＋①（才） 

 ２人の子の和・・・(18+14)+①+① 

          = 32 + ②（才） 

 46 + ① = 32 + ②  

  46-32 = ②-① 

   ① = 14(年後) 

 

14年 

14年後 

(2) 

今から①年前とすると，それぞれの年令は， 

 母・・・46-①（才） 

 ２人の子の和・・・(18+14)-② 

          = 32 - ②（才） 

このとき， 母の年令＝子×2 

   (32－②)×2 = 64－④ 

       ↓ 

 46－① = 64－④ 

   4-1=③ 64-46=18 

    ③＝18 より， ①＝(18÷3=)6(年前) 

①年前の図 

 
 

二人分 
 

6年前 

会員専用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 4回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本問題 

6人がけのイスの個数をきいていますから， 

18 きゃく全部 4人がけとすると， 

すわれる人数は， (18x4=)72人 

※実際は 84人 

 

 

したがって，６人がけの個数は 

(84-72)÷(6-4) = 6(きゃく) 

6 きゃく 

4個 

30枚すべて 140円切手を買ったとして，このときの  

「50 円切手と 140 円切手の代金の差」を考え

ます。 

 140×30 － 50×0 ＝ 4200(円) 

      ↓ 

140×30 － 50×0 = 4200 

   ×29     ×1 = 4010 

  ・・・   ・・・  ・・・  

 

 

 

 アを 1枚減らし，イを 1枚増やすと， 

140x1+50x1=190円ずつ差が縮まっていきます。 

差が 590円までになるのは， 

 (4200-590)÷190 ＝ 19(回)入れ替えたときです。 

           ↓ 

 50円切手を 19枚買った。 

ア イ 
実際の差は 590円 

19枚 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 4回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 7 

 

 

 

 

 

 

式を変形します。 

3×□ = 50- 4×△ 

    （ △は 12以下 ） 

△＝12 のとき 3×□=2 ・・・× 

△＝11 のとき 3×□=6 ⇒ □=2 ・・・〇 

 

 

A と B のコーヒーの 1ｇあたりの値段を出します。 

A・・・200÷25＝8(円) B・・・130÷20＝6.5(円) 

         ↓ 

120g全て A とすると 代金は， 

  8×120＝960(円)  実際は 840円 

 

          

 

 

ここで つるかめ算です。 

コーヒーB の量は， 

(960-840)÷(8-6.5)=80(g) 

コーヒーA の量は， 

     120－80＝40(g) A・・40g  B・・80g 

□=2  △=11 をもとに，ア

を４ずつ増やし，イを 3ずつ

減らして表をつくります。 

 

 

したがって，□は2,6,10,14 

2,6,10,14 

 リンゴを a個 ミカンを b個買ったとすると， 

 120×a + 40×b = 600  

 式全体を 10 でわると， 12×a + 4×b = 60 

さらに 4 でわると，   3×a + 1×b = 15 

ここで，式を下のように変形させます。 

 3×a = 15－1×b 

b=14 のとき， 3×a＝1 ⇒ × 

b=13 のとき， 3×a＝2 ⇒ × 

 

b=12 のとき， 3×a＝3 ⇒ a=1  〇 

ここで a=1 b=12 が決まったのでこの数字をもとに 

a を 1 づつ増やし b を 3 づつ減らしていきます。 

 

右の表のようになります。 

したがって， 

求める個数は， 

3.6,9,12 

 

b は 14以下   

3個,6個,9個,12個 

△に 1 から数字をいれて

□が整数になる数をさが

してもよい。 

 

 

b に 1 から数字をいれて a が整

数になる数をさがしてもよい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 4回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 8 

 

２人の年令の差は 32-0=32(才)でこれは一生変わりません。 

右の図から， (5-1=)④が 32才にあたるので， 

①は(32÷4=)8才 

母は⑤なので， 8×5＝40(才)・・・母の現在の年令 

 

 

 

 

右の図から， 1＝② ですから， 

□を２倍して〇にそろえます。（※最小公倍数） 

A さんの図で考えると， 2 は (②×2=)④だから， 

7年は(4-3==)① です。 

現在の A さんは③ですから，  

7×3＝21(才) 

 

 

 

 

  32才 40才 

 

21才 

会員専用 

会員専用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 4回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 9 

 

 
(1) 

２人は毎年 1才ずつ年をとりますから， 

３年間で合計(3x2=)6才としをとります。 

したがって， 

現在の２人の年令の和は， 

 44 + 6 = 50(才)  

 

(2) 

 

 

(4+1=)⑤が 50才にあたるので， 

 ①は(50÷5=)10才・・・ゆきさんの年令 

母は④なので， 

 10×4=40(才) 

 

50才 

 

40才 

(3) 

何年たっても２人の年令の差は変わらないので， 

 40－10＝30(才)のままです。 

今から □年後に 母：ゆきさ＝3:1 になるとします。 

3-1=2 より， 

比の 2 が 30才にあたりますから， 

比の 1 は(30÷2=)15才(年) 

  

とも子さんの図より， 

今から， 15-10=5(年後) 

 

 

 

5年後 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 4回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 10 

 

 

(1) 1回のじゃんけんでの２人の得点の和は (4+2=)6点ですから， 

   じゃんけんの回数は， 

     (68+58)÷6 = 21(回) 

 

(2) 姉が 21回すべて負けたとすると， 

   2×21＝42(点)  実際は 68点 

   68-42=26(点)・・・実際との差 

   この差は， 勝ってもまけたとして計算したためです。 

1回の差は(4-2=)2点 

   したがって， 姉が勝った回数は， 

    26÷2＝13(回) 

 

    

21回 

1 つの式にすると， 

(42-26)÷4-2)となります。 

 

 

13回 

会員専用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 4回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 11 

 

(1) 

A が 5個の重さは， 

  20×5=100(g) 

A をのぞいた B と C の重さの合計は， 

  620－100=520(g) 

 

 

 

        ↓ 

C の個数をきいていますから， 

15個全部 B とします。 

 このときの重さは， 30×15=450(g) 

(実際は 520g) 

  つるかめ算です。 

C の個数は， 

(520－450)÷'40-30)=7(個) 

  

   

B は 1個 30g  C は 1個 40g 

合計の重さは 520g 

合計の個数は(20-5=)15個 

7個 

(2) 

A と B の平均のおもり P 

をつくります。 

(20x1 + 30x1)÷2 

= 25(g) 

 

下のような面積図になります。 

25個全部 C とすると， 

 40×20=800(g) 

実際は 560g 

 

 

P の個数は， 

(800-560)÷(40-25)=16(個) 

 A と B は同じ個数ですから， 

 A の個数は， 16÷2=8(個) 

 

 

 

 

8個 

会員専用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 4回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 12 

[練習問題] 

 

1L あたりに走る A と B の走行距離を調べます。 

A・・・36÷1.6=22.5(km/L)   B・・・27.3÷1.5=18.2(km/L) 

車 A のガソリンの使用料をきいていますから， 

5.9L すべて車 B で使ったとすると，走行距離は， 

  18.2×5.9＝107.38(km) ⇒ 実際は 117.7km 

したがって，車 A が使ったガソリンは， 

  (117.7-107.38)÷(22.5-18.2) 

   = 10.32 ÷ 4.3 

   = 2.4(L) 

 

 

 

10.32km の差はなぜ生じたか？ 

22.5km/L で計算するところも 18.2km/Lで

計算したため。 

 

 

2.4L 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 4回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル                   その 13 

[練習問題] 

 

(1) アとイを比べます。 

 イより，現在の妹をのぞく４人の年令の和は， 

   82 + 10x4 = 122(才) 

アより，現在の妹を含めた５人の年令の和は 130才な

ので， 

現在の妹の年令は 130-122=8(才) 

ア 

イ 
ウ 

エ 

8才 

(2)  

イより， 10年前 

 ゆ + 兄 + 母 + 父 = 82(才) 

ウより， 10年前 

ゆ + 兄 + 母 = 父+10 

      

上の式を整理します。 

 ゆ + 兄 + 母 = A   父=B とすると， 

A＋B＝82    A=B+10 ⇒ A－B＝10 

    

 

 

10年前の父の年令（B）は， 

  (82-10)÷2 =36(才) 

現在の父の年令は， 36+10 =46(才) 

(3) 

エの中に父が入っていませんから父をのぞいて考えま

す。 

現在の父をのぞいた４人の年令の和は，  

アより， 130-46=84(才) 

今から２年後 

 

ゆ + 兄 + 妹 + 母 = (84+2x4 =)92(才) 

 

２年後の図 

 

右の図より， 

 1+3=④が 92才にあたりますから， 

 ①は(92÷4=)23(才)・・・2年後の ゆ＋妹 

現在の ゆ＋妹=23－2x2 = 19(才) 

したがって，現在のゆうと君の年令は 

19-8=11(才) 

A 

B 
82才 10才 

和差算 

46才 

D 

C 

 

11才 

会員専用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 4回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル                   その 14 

[練習問題] 

 

(1)右の図において，30冊全部 100円とすると，

色付き部分の面積は， 100×30=3000(円)な

ので， 

アとイの面積は，(4300-3000=)1300(円) 

また，アとイの面積を比で表すと， 

  140x① + 60x② = 260 

 ①は(1300÷260=)5冊 

 したがって，B の冊数は， 5×2＝10冊) 

 

 

(2) (1)と同様に色付き部分を除いた面積は， 

   5320-3000=2320(円) 

右の図で， 

ウ＋エ の面積は， 

 2320-60x2=2200(円) 

140x① + 60x① 

=200 

 200 が 2200円にあたるので，  

①は(2200÷200=)11(冊) ・・・A の冊数 

 

4300円 

140 

260円 

1300円 

10冊 

(3)  

同様の考え方です。 

5080-3000=2080(円) 

代金の式をつくります。 

140xa + 60xb = 2080 

式を 10 でわり，さらに 2 でわると， 

7xa + 3xb = 104 

式を変形すると， 3xb = 104 - 7xa 

          （7xa=104-3xb でも同じ） 

a=1 のとき， 3xb=97・・・× 

a=2 のとき， 3xb=90  b=30 ・・・〇 

ここで， 7xa + 3xb = 104 より， 

    a を 3増やし，  b を 7減らして表をつくります。 

 

11冊 

 

aに 1から数字をいれて bが

整数になる数をさがします。 
 

 

 
a 
b 
c 

※a b c の和が 30 になるようにする。 

求める C の冊数は 2冊，6冊，10冊，14冊 

会員専用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 4回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル                   その 15 

[練習問題] 

 

 

 

今から 2年前の A さんと B さんの年令の比は， 

 A さん : B さん =③ : ① 

今から 1年後の A さんと B さんの年令の比は， 

 A さん : B さん = 2.5 : 1 = 5 : 2 

 

これを図示すると右のようになります。 

  3 が ② になりますから， 最小公倍数の 

  6 にそろえます。 

   □×2   〇×3 

 

A さんで考えると， 右の図で， 

 比の(10-9=)1 が(1＋2＝)3年にあたります。 

 現在の A さんの年令は， 

   3×10－1＝29(才) 

 

 

 

10 
9 

29才 
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(1) 花子さんが負けた回数は， 

 15-(6+4)=5(回) 

スタート地点より 

下がった段数は 2×5=10(段) 

上がった段数は 3x6＋1x4＝22(段)  

したがって，スタート地点より， 

  22-10=12(段) 
12段 

(2)①  

このような問題は， 

２人の得点の和を考えます。 

例えば， 

A が勝ち，Bが負けたとき 

２人の段数の和は 

 3-2=1(段)となります。 

※２人合わせて 1段上 

一方，あいこのときの段数の和は(1+1=)2 段となりま

す。 

     ↓ 

ここで，35 回のじゃんけん全て勝負がついたとして「つ

るかめ算」をします。 

このときの２人の段数の和は， 

  1×35＝35(段) 実際は 3+38=41(段) 

     ↓ 

あいこの回数は， 

(41-35)÷(2-1)=6(回) 

            

 

 

 

(2)②  

あいこのときは同じ段数動きますから２人の段数の差

は「勝負がついた」ときだけです。 

勝負がついた回数は，(35-6=)29回 

現在の段数の差は(38-3=)35(段) 

1 回の勝負で２人の差は(3+2=)5 段になりますから，

２人の勝った回数の差は， 35÷5＝7(回) 

 

和差算でゆり子さんが勝った回数は 

(29+7)÷2=18回 

(3)上の解法と同じに進めます。 

勝負がついた回数は，(20-5=)15回 

現在の段数の差は 15段 

1 回の勝負で２人の差は(3+2=)5 段になりますから，

２人の勝った回数の差は， 15÷5＝3(回) 

和差算で 

花子さんが勝った回数は (15+3)÷2=9回 

負けた回数は(15-9=)6回  あいこは 5回 

したがって，求める段数は， 

(3段×9)+(1段×5)-(2段×6)=20(段) 

 

   

 

勝負がついた 

あいこのとき 

６回 

18回 

ゆり子 

花子 
29回 7回 

 

20段 

会員専用 
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(1) 現在と６年前の表をつくってみます。 

 

６年前の母の年令は， 

  (6+4)×3 = 30(才) 

したがって，現在の母の年令は， 

  30＋6＝36(才) 

 

(2) 今から①年後とすると， 

 ・母の年令は (36+①)才 

 ・私＋妹＋弟は (12+10+6)+①x3 

              = (28+③)才 

 

 

 

 上の図より， (3-1=)②が(36-28=)8才に 

 あたることが分かりますから， 

   ①年は， 8÷2＝4(年)・・・今から４年後 

(3)  

 

ここも，今から①年後とすると， 

・（父＋母）の年令は (40+36+①x2)=76+②（才） 

・(私＋妹＋弟)は (12+10+6)+①x3 

              = (28+③)才 

                    

      (28+③)×2 = 56+⑥(才)     

 

 

 

 

 

 

6-2=④ 76-56=20 

④が 20 にあたりますから， ①は(20÷4=)5年 

したがって，今から 5年後となります。 

 

 

 

36才 

36才 12才 10才 6才 

 

4年後 

この２倍 

76＋②＝56＋⑥ となります。 

5年後 

会員専用 


